

















































































































































































土釜は大別して A （有脚のもの） ・B （口縁部の内轡するもの） ・c（口縁部の直立して短いも
































i瓦器碗 土師器皿カら構成され，稲垣晋也〔稲垣附 1961 附
1968〕，田中琢〔田中1967〕，白石太一郎〔白石1969〕，川越俊一〔川越
1983〕の研究を前提として，最近は中井一夫〔中井1988〕，竹田政敬〔竹田1987〕，森下恵介〔森下










































































































































































































































































団1992〕の SDOl (12世紀末～13世紀）が，個体数で，土師器皿14，須恵器皿15，瓦器皿 l，土師
器碗10，須恵器碗12，磁器碗5，瓦器碗2，鉢1を数え，三条岡山遺跡〔芦屋市教育委員会1979〕
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